
第 4 学 年 社 会 科 学 習 指 導 案

に1 時  平 成 15年 11月 28日 (金)5校 時

場 所  花 泉問r立涌津小学校4年 教玉

学 級  4年 (男12名 、女 19名 )

指導新 小   松   代    聡

<教 科テーマ

調べたことを発表した後の話し合いのさせ方を工夫することによって、基礎 ・

基本の定着を図り、社会的な見方や考え方を養っていく。

1 単 元名 「水をもとめて一悪法師ため池の開発」

2 単 元について

(1)児 童観

子どもたちは、見学したり、調べ学習をしたりするので、社会科学習が好きであ

る。しかし、調べたことをまとめたり、みんなの前で発表したりすることを苦手に

している子が多く、全体的に声も小さい。また、友達を頼る子が多く、グループ学

習の時に、決められた活動をしないなど、自分勝手な行動をとる子も数人いる。

第4学 年になって、地域社会における災害及び事故から人々の安全を守る工夫や

地域の人々の生活にとって必要な飲料水や廃菜物の処FW_について、見学したり観察

や聞き取り調査したりして調べ、まとめたことを発表し、深める学習をしてきた。

また、いろいろな場面で発表する機会を作ってきたので、以前より発表できるよう

になってきている。

昔のくらしについては、父母や祖父母の子どもの頃の話を聞いたり、実際に使わ

れていたものにふれたりする機会があり、理解できると思う。しかし、身近にある

ため池が今から350年 も前に作られたものであることを知っている子はほとんど

いないし、昔のことを考える力も弱い。

(2)教 材観

本単元は、学習錆導要領第 3学年及び第 4学年の内容 (5)「地域の人々の生活に

ついて、次のことを見学、調査したり年表にまとめたりして調べ、人々の生活の変化

や人々の願い、地域の人々の生活の向上に尽くした先人の働きや普心を考えるよう

にする。」を受けたものである。

子どもたちは、これまで古くから残る暮らしにかかわる道具、それらを使ってい

た頃の暮らしの様子や地域に残る文化財や年中行事について学習を進めてきた。そ

して、本単元では、地域の発展に尽くした先人の具体的な事例として、悪法師Fため

池の開発を取り…Lげる。花泉HJに`は、約 3000も の大小様々なため池があり、そ

の水は稲作に使われている。しかし、いつ頃つくられたのか知っている子は、ほと



んどいない。ましてや、誰が、どのような持労や願いをもってつくったのか考えた

ことのある子はいない。そこで、子どもたちにとって、身近にある悪法師ため池の

開発を通して、地域の発展に対する先人の願いや努力、十心、地域の人々の生活が

向上したことなどについて具体的に調べるようにする。そして、地域の発展に尽く

した先人の甘心や願いを考えさせる。

(3)指 導観

指導にあたって特に配慮したいことは以下の3点 である。

1つ 日は、子どもたちの興味関心を高め、子どもたちから調べたいという意欲を引

き出すために、単元の導入で、花泉町役場地域振興課から借りた花泉町の航空写真

(涌津地区6枚 )を 使い、視覚的に水田やため池が多いことに気づかせ、その中で

一番大きい悪法師堤に、自然に目が向くようにする。そして、学習テーマを設定す

る。調べ学習は、意欲をもって学習できるように、グループを等質グループにし、

グルァプごとに工夫してまとめ、いろいろな方法で発表させるようにする。

2つ 目は、悪法師ため池づくりで先人の工夫 ・努力、普心を理解させるために、体

験活動を取り入れる。工事がどれだけ大規模で大変だったか、堤の大きさを実際に

測ったり歩数を数えたり、2階 のベランダから巻尺を使って深さを実感したり、校

庭にかいたりしてとらえさせる。また、ヨ時使われていた道具を調べたり、実際に

池を掘ったりしてとらえさせる。

3つ 目は、基礎基本の定着を図るために、発表会をした後に、単元のまとめとし

て、わかったことや気づいたこと、考えたことをもとに、先人の苦労や努力、願い

などを子どもたちとまとめ上げる。発表することが昔手な子が多いので、学習プリ

ントに考えを書く時間を十分に与え、コメントしたり援助したりしながら考えを発

表できるようにさせる。
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3 単 元目標及び評価規考L

関心 '意欲 ・態度 思考 ・判断 技能 ・表現 知識 ・理解

単元の

日標

郷土の開発に

ついての関心を

持ち、先人の努力

によるため池の

開発を意欲的に

調べるとともに、

地域に対する誇

りをもち、発展を

願うことができ

る。

地域の発展に

貢献 した先人の

努力や苦労につ

いて考えるとと

もに、昔の開発と

現在の開発を比

較 したり関連づ

けたりしながら、

開発のもつ意味

について 自分な

りの考えをもつ

ことができると

ため池の開発

による地域の変

化や、当時の人々

の苦労や願いな

どについて、見学

した り各種の資

料から読み取つ

たりして、表現す

ることができる。

地域の開発に

尽 くした先人の

働きや、当時の

人々の生活の向

11を求める努力

について理解す

るとともに、その

努力が今もなお

続けられている

ことをとらえる

ことができる。

評価規準 地域にあるた

め池に興味を持

ち、見学や調査な

どの活動に意欲

的に取り組み、先

人の働きや苦心、

その願いを知り、

地域社会に対す

る誇りと愛情を

持ち、その発展を

願つている。

先人の働きに

よつて地域が変

化、発展してきた

ことを土地利用、

くらしの様子、

人々の願いなど

の視点から具体

的に考えること

ができる。

地域に残る史

跡の見学や年表

などの資料を活

用して、先人の

働きを調べ、正

事や生活の変化

をわかりやすく

表現できる。

先人の働きで

作られたため池

が、当時の人々の

生活を向上させ、

今なお人々の生

活に関わつてい

ることを理解す

ることができる。

4 単 元の指導 ・評価計画 (12時 間扱い)

ロミI 学習活動(指導内容) 準規価評

関心4意欲・態度 思考 ・判断 技能 ・表現 知識 ・理解

1 ため池の多い自分
たちの地区の特徴に

ついて話し合い、調
べる観点を考える。

学習テーマ 「悪法

師ため池のひみつを

さぐろう」を設定す

る。

花泉町の航空

写真から地域の

特徴を意欲的に

考え、調べる観点

を進んで発表し

ている。

悪法師た

め池につい

て問題意識

をもち、調
べる観点を

考えてい

る。

ワ

ウ 悪法師ため池のひ

みつをさぐる学習間

題を設定する。

学習問題に対する

予想や調べる計画を

玉1てる。

悪法師ため池
に関心をもち、進

んで学習問題を

設定している。

悪法師ため池
のひみつをさぐ

る計画を意欲的

に立てている。

悪法師た

め池のひみ
つをさぐる

学習問題の

予想をして

いる。
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3

4

5

6

グループの計画に

従づて学習問題を迪

究する。

士L域の発

展に尽くし

た先人の願

いや努力、

苫心、地域

の人々の生

活が向上し

たことなど

を、調査を

したり体験

したり地域

の方の話を

聞いたりし

て具体的に

調べてい

る。

7

8

0

調べた悪法師ため

池のひみつをわかり

やすくまとめる。

グループごとに発

表する。

調査や取

材してわか

った内容を

わかりやす

く表現して

いる。

１０
本

時

ため池をつくった

先人の音心や努力 ・

開発の意義や地域の

変化について話し合

い、学習のまとめを

する。

ため池が、食文化

や自然環境に深い関

わりがあることを考

える。

ため池

が、食文化

や自然環境

に深い関わ

りがあるこ

とを考えて

いる。

地域の発

展に尽くし

た先人の願

いや努力、普

心、地域の

人々の生活

が向上した

ことなどが

わかつてい

る。

11

12

悪法師ため池を守

り育てるために自分

たちにできることを

考え、発信する。

地域社会の一

員として、自分た

ちの地域の発展

を願い、自分なり

に考えている。

自分たち

の地域の発

展を願い、

適切に判断

する。

4



5 本 時のま旨導 (10/12)

(1)授 業の構想

・  従 来、調べたことを発表してまとめという授業が多かった。そこで、本時では、

基礎・基本の定着を図るために、前時までの学習を再現しながら、発表会の資料や

発表を聞いてわかったり、気づいたり、考えたりしたことをもとにして、先人の願

いや努力、村心、地域の人々の生活が向上したことなどについて、子どもたちとま

とめていく。その場合、調べたことでも発表していなかったり、調べ方が不足して

いたりする内容をおさえながら行う。そして、農業以外の利用について、ため池フ

ェスティバルから考えさせ、次時への新たな課題につなげる。

( 2 ) 日 標

・ 地 域の発展に尽くした先人の願いや努力、苦心、地域の人々の生活が向上したこ

となどがわかる。

・ た め池が、食文化や自然環境に深い開わりがあることを考えることができる。

(3)判 断基準

( 4 ) 展 開

評価場面 A:十 分満足できる B:お おむね満足できる C:支 援を要する児童
への具体的手立て等

○ 悪法師た

め池のひ

みつをま

とめる。

○ 先人の願いや努

力、苦心、地域の

人々の生活が向

上し″たことなど

について、調べた
ことや、発表会で

わかったり気づ

いたり考えたり

したことをもと

にとらえ、進んで

発表することが

できる。

○ 先人の願いや努力、

者心、地域の人々の

生活が向上したこと

などについてわか

り、発表することが

できる。

○ 発表資料や学習プ

リントのコメント

を見たり、友達の

発表を聞いたりし

て、先人の願いや

努力、苦心、地域

の人々の生活が向

上したことなどが

わかる。

○ 米作り以

外の利用

について

考える。

○ ため池が、食文化

や自然環境に深
い関わりがある

ことを考え、発表

している。 '

○ ため池が、食文化や

自然環境に深い関わ

りがあることを考え

ることができる。

○ 友達の発表を聞い

たり、資料,を見た

りして、考えるこ

とができる。

過

程 ュ ゴ _ ゴ ゴ l 教

師の才旨導 ・援助( 留意事項等) 教具等

(資料)

評価(評価規準・方法)

つ
か

む

３

分

|
① 課題を確認する。

悪法師ため池のひみつをまとめよう。

17課 題をつかむ。

S



課

題

追

求

３

５

分

2.愁 法師ため池
のひみつをま

とめる。
! 悪 法師ため

池の大きさ。
・ い つ、つく

られたのか。
・ ど れぐらい

の期間かかっ

たのか。
, ど うやって

つくったの

か 。

・ どうしてこ

んなに大きな

ため池をつく

ったのか。
。 で きる前の

人々の生活は

どうだったの

か 。

・ できた後の

人々の生活は

どう変わった

のか。
・ 今も農業用

水として使わ

れている。
・ た め池の水

で作ったお米

がおいしい

訳。

3.米 作り以外の

利用について考

える。
・ た め池フェ

スティバルで

どんな魚がと

れたか。(こ

い料理、保存

食、えびもち)
`生 き物のす

みか (白鳥、

カモ、サギ、

ホタリレ、 ト ン

ボ、カエル)

○ 前附までの学習を再現し

ながら、irどもたちとまと

めていく。

航空写真や地図、発表

会資料を使う。

今までのまとめにな

るような学習プリン

トを準備し、配布す

る。

先人の願いや努力、苦

心、地域の人々の生活

が向上したことを考

えさせ、プリントにま

とめさせる。

体験した時の感想を

思い出しながら、大変

さを理解させる。

全国の降水量と花泉

の降水量を比べ、雨が

少ないことや川の水

量が少ないことから、

大きなため池が必要

なことに気づかせる。

子どもたちからなか

なか意見がでない時

は、発間に関連する内

容を調べたグループ

に発表させる。

わかったこと、気づい

たこと、考えたこと、

感想などをチェック

しておき、発表させ

る。

① 悪法師ため池が、米作り以

外に利用されていること

に気づかせ、食文化や自然

環境などに深い関わりが

あることを考えさせる。
・ 悪法師ため池のビデオ

見せて、考えさせる。

○ 地域の発展に対

する先人の願い

や努力、者心、士L

域の人々の生活

が1的上したこと

がわかる。

(知)→ 発言

Cへ の手立て

発表会資料を掲

示しておき、そ

れを見ながら考

えるように助言

する。   '

わかったこと、

気づいたこと、

考えたことにコ

メントを書き込

んでおき、発表

意欲をもたせ

る。

先人の願いや努

力、昔心、地域

の人々の生活が

向上したことが

理解できるよう

に、板書してい

く。

○ ため池が、食文化

や自然環境に深
い関わりがある

ことを考えてい

る。

(思)→ プリント

発言

Cへ の手立て
い ため池フェス

ティバルのこと

や悪法師ため池

のビデオから考

えさせる。

前時
の学

習プ

リン

lヽ

地元空

写真

地図

本時

の学

習プ

リン

ト

発表

会資

料

ため

池フ

エス

テイ

バル

のち

らし

悪法

師た

め池
のビ

デオ

び



・ ブラックバ

スの対策
・ 環境破壊

○新たな課題

域の大事な宝物
でぁるため池を守り育てよう。

4.本 時の学習を |○ 新たにわかったこと、気

まとめる。   |  い たこと、考えたことなど
・ 学習の振り 1  感 想を書かせ発表させる。

返りをし、感 |  。 数人を指名し、発表さ

想を発表する |    せ る。

5。 次時の学習内 l① 地域の大事な王物である

容を知る。   |  た め池を守り育てていく
・ 悪法師ため |  た めに、ため池の魅力やよ

池を守ってい |  さ のPRを 考えてtr sくこ

くために、自 |  と を知らせる。

分たちにでき

ることを考え

ていくことを

知る。

ま

と

め

・
発

展

７
分
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